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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
政
府
の
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
で
確
認
さ
れ
た
「
今
後
の
高
速
炉
開
発
の
進
め
方
に
つ

い
て
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
に
つ
い
て
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
平
成
二
十
六
年
四
月
十
一
日
閣
議
決
定
）

に
お
い
て
、
「
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
、
回
収
さ
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
を
有
効
利
用
す
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
と
し
て

い
る
。

二
に
つ
い
て

高
速
炉
と
は
、
核
分
裂
の
連
鎖
反
応
が
高
速
中
性
子
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
原
子
炉
を
指
し
、
原
型
炉
で
あ
る
「
も
ん
じ

ゅ
」
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
情
勢
の
変
化
」
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
後
の
新
規
制

基
準
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
及
び
同

法
の
規
定
に
基
づ
く
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
等
に
定
め
る
基
準
）
の
策
定
に
よ
り
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
再
稼
働
の
た
め
に
克

一



服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
新
た
に
生
じ
た
こ
と
や
、
日
仏
間
で
の
高
速
炉
開
発
に
関
す
る
協
力
が
開
始
さ
れ
た
こ
と

な
ど
が
あ
る
。
こ
う
し
た
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
今
後
の
我
が
国
の
高
速
炉
開
発
の
方
針
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
会
議
に

お
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

二


